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「登校時一斉あったか声かけ運動」7月7日（仁賀保中学校）

私
た
ち
の
活
動
は
全
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
現
役
で
働
い

て
お
ら
れ
る
方
々
に
は
、
と
て
も
で
は
な
い
が
受
け
入
れ
る
こ
と

が
難
し
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

こ
の
組
織
の
活
動
の
原
動
力
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
何
時
も
生

活
し
て
い
る
地
域
の
力
で
あ
り
、
地
域
で
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る

こ
と
が
基
本
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
　
「
地
区
推
進
委
員
」
　
の

力
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
．
と
こ
ろ
が
委
員
の
皆
さ
ん
は
お
仕
事
を

持
っ
て
い
る
方
々
が
多
い
の
で
、
つ
い
　
「
名
前
だ
け
な
ろ
う
」
　
と

言
っ
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
。
私
も
地
区
会
長
を
経
験
し
て
い
ま

す
か
ら
よ
く
分
か
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
こ
で
も
う
一
歩
踏
ん
張

っ
て
ほ
し
い
の
で
す
。
子
育
て
に
は
、
家
庭
、
学
校
、
地
域
の
三

位
一
体
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
地
域
の
一
部
分
を
私
た
ち

の
組
織
が
担
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

現
在
の
社
会
を
見
て
み
ま
す
と
、
皆
様
方
も
ご
承
知
の
よ
う

に
、
人
が
人
を
殺
め
た
り
し
て
い
る
事
件
が
数
多
く
報
道
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
地
域
で
は
ま
だ
起
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
対
岸
の
火

事
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
人
間
が
人
間
を
ど
う
育

て
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
ど
れ
ほ
ど
大
切
か
を
私
は
心
の
底
か

ら
考
え
る
か
ら
で
す
。
人
が
人
に
手
を
か
け
る
こ
と
は
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
の
で
す
。
し
か
し
、
現
実
に
起
き
て
い
る
こ
と
を
私
た

ち
は
受
け
止
め
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

親
と
し
て
子
ど
も
を
授
か
る
こ
と
は
と
て
も
幸
せ
な
こ
と
で

す
。
で
も
、
授
か
っ
た
子
ど
も
を
　
「
ど
う
育
て
る
か
」
　
は
私
た
ち

人
間
に
と
っ
て
大
事
業
で
す
。
私
は
、
何
に
も
勝
る
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
今
一
度
立
ち
止
ま
っ
て
、
地
区
推
進
委
員
に
選
ば
れ
た

こ
と
を
考
え
て
み
て
は
ど
う
で
す
か
。
私
た
ち
は
、
縁
あ
っ
て
そ

こ
に
生
き
、
生
活
し
て
い
る
の
で
す
。
自
分
の
こ
と
ば
か
り
で
は

な
く
、
地
域
全
体
を
見
わ
た
し
て
み
て
、
自
分
を
必
要
と
し
て
い

る
社
会
が
そ
こ
に
あ
る
こ
と
を
も
う
一
度
再
認
識
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
願
い
ま
す
。
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I
伸
び
よ
一
コ
　
伸
ば
羊
一
コ
　
に
柑
悟
の
青
少
年

」
－
r

平
鹿
雑
草
麿
総
昌
を
同
憶
し
ま
し
だ

平
成
2
6
年
度
青
少
年
育
成
に
か
ほ
市
民

会
議
総
会
を
6
月
8
日
、
金
浦
公
民
館
で

開
催
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
提
案
さ
れ
た
決
算
・
予
算

等
の
議
案
は
す
べ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
質
疑
の
中
で
は
、
市
内
の
児
童
・
生

徒
の
状
況
に
つ
い
て
の
質
問
や
地
域
活
動

推
進
助
成
金
　
（
3
ペ
ー
ジ
参
照
）
　
に
関
す

る
意
見
等
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
総
会
に
引
き
続
き
、
同
会
場
で

各
専
門
部
会
協
議
及
び
　
「
登
校
時
一
斉
あ

っ
た
か
声
か
け
運
動
」
　
に
関
す
る
話
し
合

い
を
行
い
、
今
年
度
の
活
動
推
進
の
具
体

策
を
練
り
ま
し
た
。

総
会
に
お
い
て
選
出
さ
れ
た
正
副
会
長

は
次
の
方
々
で
す
。
ま
た
、
各
団
体
等
か

ら
選
出
さ
れ
た
常
任
委
員
、
代
議
員
の
方

々
は
、
4
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

会
　
長
　
須
　
田

副
会
長
　
小
　
川

佐
々
木

〝

　

　

石

　

川

監
II　　〝　　　　　　　　　〝

事

新

　

田

木畠佐

内山藤

利　　村兼協良春正喜

夫
　
（
再
任
）

文
　
（
新
任
）

男
　
（
新
任
）

光
　
（
新
任
）

子
　
（
再
任
）

事
務
局
長
）

六
　
（
再
任
）

忠
　
（
再
任
）

雄
　
（
新
任
）

な
お
、
平
成
2
5
年
度
に
実
施
し
た
市
民

会
議
の
事
業
報
告
に
つ
い
て
は
、
今
年
4

月
1
日
発
行
の
会
報
紙
面
に
詳
細
を
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
、
下
記
の
決
算
資
料
と

併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

し
，　 ＝　　 ● ＝
」」

収入総額　 1，12 6，9 5 6円

主出総額　 1，0 2 2，198 円

差引残高　 10 4，7 5 8 円

本
会
の
活
動
は
、
市
民
の

皆
さ
ま
か
ら
頂
戴
す
る
一
世

帯
あ
た
り
百
円
の
会
費
と
、

市
か
ら
の
補
助
金
に
よ
り
ま

か
な
わ
れ
て
お
り
、
2
5
年
度

は
、
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り

市
内
全
自
治
会
、
町
内
会
か

ら
会
費
を
お
納
め
い
た
だ
き

ま
し
た
。

市
か
ら
の
補
助
金
に
関
し

て
は
、
会
費
収
入
が
予
算
を

上
回
っ
た
こ
と
及
び
事
業
費

の
支
出
額
が
予
算
を
下
回
っ

た
こ
と
等
に
よ
り
余
剰
が
生

じ
た
こ
と
か
ら
、
一
部
返
還

し
携

平成25年度決算書
収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

項　　 目 予算額 決算額 付　　　　　　　 記

会　　　 費 7 5 0，0 0 0 7 8 2，6 0 0

仁 賀保地域 3，1 5 9世 帯

金 浦 地 域 1，2 3 5 世帯
象 潟 地 域 3，4 3 2世 帯

市 補 助 金 6 0 0．0 0 0 2 5 0．0 0 0 市 補助金 （一部返還）

雑　 収　 入 7 7 6 13 2 預 金利息

繰　 越　 金 9 4，2 2 4 9 4，2 2 4 前 年度繰越金

収入合計 1，4 4 5，0 0 0 1，1 2 6，9 5 6

項　　 目 予算額 決算額 付　　　　　　　 記

会　 議　 費 3 0，0 0 0 3 8，8 3 3

事　 務　 費 6 0，0 0 0 5 5，4 5 5

旅　　　　 費 2 0，0 0 0 4，6 6 2

賃　　　　 金 3 0 0，0 0 0 1 6 9，5 6 2

事　 業　 費 1，0 1 7，0 0 0 7 3 5，6 8 6

① 総 務 部 費 4 0 0，0 0 0 3 9 7，3 3 5
① 会報 「青少年 にかほ」 発行 （2 回）

②郷土の偉人に学ぶ作文コ ンクー ル

（多地域活動部費 3 0 0，0 0 0 1 0 5，5 9 0
（D 地 区推進委員合同研修 会

②地域活動推進助成事業

③青少年活動部費 2 3 0，0 0 0 1 6 6，3 7 5 ① 中学生 リーダー研 修会

④環 境 部 費 5 0，0 0 0 3 3，9 2 0
① あったか声かけ街頭育成巡 回活 動

②栗山池 クリー ンア ップ＆ 自然観察会

⑤全体活動費 3 7，0 0 0 3 2，4 6 6 あ ったか声かけ運動用品

負　 担　 金 1 8，0 0 0 18，0 0 0 県 民会議、県子 とも会育成連合会

支出合計 1，4 4 5，0 0 0 1，0 2 2，19 8
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「地域活動推進助成畠」を
ご酒糟くださいJ

自治会・町内会等の範囲（複数地区でも可）で
活動する団体
例：自治会、町内会、子供神楽保存会、子供会、
地区PTA、など

①伝承芸能の継承に関する事業
②子供会・少年会活動に関する事業
③PTA活動に関する事業
④青少年の見守り活動に関する事業

事業費の2分の1以内。上限は1万円ですが、
「（②子供会等の事業」については、子ども一人
当たり300円の総額と1万円を比較して低額な
方を上限額とします。
※1地区（自治会、町内会）につき年1回限りとします。

各自治会・町内会の地区推進委員の方、または
市民会議事務局へ。

運
動
へ
の
参
加
徹
底
を
図
り
、
各
場
所

に
リ
ー
ダ
ー
を
配
置
し
て
役
員
、
地
区
推

進
委
員
を
は
じ
め
、
市
民
を
巻
き
込
ん
だ

「
あ
っ
た
か
声
が
け

運
動
」
重
篤
の
充
実

全
育
成
活
動
等
に
対
す
る

助
成
を
引
き
続
き
実
施
し

ま
す
。
対
象
事
業
や
交
付

額
に
制
限
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

嚢
繊

自
治
会
・
町
内
会
単
位
で
の
青
少
年
健

2
6
年
度
の
市
民
会
議
の
各
種
事
業
計
画

を
別
表
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。
重
点

的
な
取
り
組
み
の
ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

「
地
境
活
動
推
進

助
成
事
案
」
の
実
施

運
動
を
目
指
し
ま
す
。

「
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
守
り
育
て
る
I
L

2
6
年
度
事
業
計
画
・
予
算
の
ご
紹
介

平成26年度予算書
収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

項　　 目 　 予 算 額
1

付　　　　　　 記

会　　　 費 75 0．0 0 0

仁賀 保地域 30 0，0 0 0 円（＠10 0×3，0 0 0戸 ）

金 浦 地 域 12 0．0 0 0 円（＠10 0 X l，2 0 0 戸）

象 潟 地 域 33 0．0 0 0 円（＠10 0×3．3 0 0 戸）

市 補 助 金 6 0 0．0 0 0

雑　 収　 入 24 2

繰　 越　 金 10 4．7 5 8 前 年度 よ り

収 入 合計 1．4 5 5、0 0 0

支出の部

項∴∴ il 予 算 額 付　　　　　　 記

会　 議　 蹄 4 0．0 0 0

事　 務　 費 9 0，0 0 0

旅　　　　 費 20 ．0 0 0

賃　　　　 金 2 50 ．0 0 0

事　 業　 蹄 1，0 37 ．0 0 0

①総 務 部 費 4 30 ．0 0 0
①会報 「青少年にかほ」広報発行

（9 郷土の偉人に学ぶ 作文コンクール等

②地域活動都政 2 50 ．0 0 0
①地区推進委員合同研 修会

（②地域活動推進助成事 業

③ 青少年活動郁雄 3 00 ，0 0 0
①中学生 リーダー研修 会

②学校 ・家庭 との連携 事業

④環 境 部 費 5 0，00 0
① クリー ンア ップ＆ 自然観察 会

②あ ったか声かけ街頭育成巡 回

⑤ 全体活動艶 7．00 0 ③登校時あったか声かけ運 動用品等

負　 担　 金 18，00 0 県民会議、県子 ども会育成連合会

支 出合計 1．4 5 5．00 0

平成26年度事業計画

月　　 日 事　　　　　　　　 業 場　　 所

7月1日
学校 ・家庭との連携事業

平沢小学校
（市 P T A 連 合会共催）

7月16 日 夏季あったか声かけ街頭指導巡回 市内 3 地域

7月3 1日 夏休 みゲ ）－ンアップ＆自然観察会 栗山池公園等

8月1日 広報紙 「青少年にかほ」第10号発行 市 内全戸

8月1 1．12日
にかほ市中学生リーダー研修会

市内施設
（1 泊 2 日）

8月30 日 地区推進委員合同研修会 金浦公民館

9月13－15日
市民会議活動紹介パネル展

市内公民館
（市民文化祭20 14）

1 1月19日 秋季あったか声かけ街頭指導巡回 市内 3 地域

12月～2 月
郷土の偉人に学ぶ作文コンクール作品

市　　 内
募集 ・審査

12 月17 日 冬季あ ったか声かけ街頭指導巡回 市内 3 地域

2月2 1日
郷土の偉人に学ぶ作文コンクール表彰

金浦公民館
式 ・作品発表会

3 月1 8日 春季あ ったか声かけ街頭指導巡回 市内 3 地域

3月未
広報紙 「青少年にかほ」第 11号発行

市内全戸
（4 月 1 日配布）

随時 正副会長 ・部会長会議、各部会の開催 金浦公民館

通年事業

（毎月第 1 月曜 日）市内全学校区まる 学校周辺や駅前

ごと登校時一斉「あったか声かけ運動」 等の通学途中

地域活動推進助成事業 市　　 内

注：総会後予定の期日を変更した事業については訂正しています。ま
た、今後の都合によりさらに変更する場合もございます。
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常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常
任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任
委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員

加高鷲伊茂佐半佐鈴三佐高佐佐竹周小鈴中佐
見　　　　　　　　　　　　　　　々

藤溝藤東木藤田藤木島藤階藤木島防松木松藤

伸淑　通克牧誉　勝峯道正行正芳敏一幸
四

潤徹子恵仁子宏子裕清彦生彦己男郎春男博夫

青青環総環総総青総地地地地総環環地総地総

総
…
総
　
務
　
部
　
会

地
…
地
域
活
動
部
会

青
…
青
少
年
活
動
部
会

環
…
環
　
境
　
部
　
会

市
民
会
議
の
役
員
は
、
各
地
域
の
自
治

会
長
会
か
ら
の
推
薦
、
各
種
関
係
機
関
等

の
代
表
、
学
校
・
P
T
A
関
係
者
な
ど
、

幅
広
い
分
野
か
ら
選
出
さ
れ
た
方
々
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
就
任
さ
れ
た
役

員
の
任
期
は
、
平
成
2
8
年
4
月
5
0
日
ま
で

で
す
。氏
名
　
（
敬
称
略
）
　
の
下
に
は
所
属
す
る

専
門
部
会
を
記
し
て
あ
り
ま
す
。

代代代代代代代代代代代代代代代常常常常常常常常常常常常常常常常常常常

議議謙譲議議謙譲謙譲議議議議議墓宴墓要塞籍墓宴塞塞雑纂墓塞墓籍
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員

佐蔚蔚長佐佐戸福佐田佐佐須池加中佐三松佐渡須佐小斎伊金三板山加石佐鷺
谷渡々　　　々　　　　　　　　　　　　　　々

藤藤藤郡谷木蒔III木村藤藤田田納松藤浦本木蓮田藤森藤藤子浦垣道藤溝藤藤

正由伸敏妙隆敏耕正勝正松銑和　幸り　小宏椿姫耕辰　盛尚洋晴正竜美友清
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方
が
い
ま
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も
の
で
、
そ
の
後
役
職
の
異
動
等
に

よ
り
変
更
が
あ
り
得
ま
す
。
ま
た
、

兼
務
の
た
め
役
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が
重
複
し
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い
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青
少
年
育
成
に
か
ほ
市
民
会
議
の
二
十

六
年
度
総
会
も
終
わ
り
、
新
し
い
メ
ン

バ
ー
で
活
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

市
民
会
議
も
六
年
日
に
入
り
一
層
の
発
展

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
家
庭
の
ご
支

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

重
点
運
動
の
一
つ
、
　
「
登
校
時
一
斉
あ

っ
た
か
声
か
け
運
動
」
　
も
さ
ら
に
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
図
り
、
日
常
ど
こ
で
も
あ
い
さ

つ
が
で
き
る
明
る
い
街
に
し
た
い
も
の
で

す
。報
道
に
よ
る
と
、
全
国
で
痛
ま
し
い
子

ど
も
た
ち
の
水
の
事
故
が
多
発
し
て
お
り

ま
す
。
年
少
者
は
も
ち
ろ
ん
、
中
高
生
に

も
指
導
者
、
保
護
者
が
付
き
添
う
よ
う
に

し
、
無
事
故
で
夏
休
み
も
終
え
、
新
学
期

に
は
元
気
で
真
っ
黒
に
焼
け
た
姿
で
あ
い

さ
つ
で
き
る
子
ど
も
た
ち
で
あ
っ
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

総
務
副
部
会
長
　
松
　
本
　
小
三
郎

龍田県

吾の青少年健全育成運動実施中
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この裏、家庭の教育力チ ッつを I


